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合計（ａ＋ｂ＋ｃ） － － 897 772

－ － 807

基準 目標
年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 年度

－ ー

基準 目標
年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 年度

－

IPCCイン
ベントリ
ガイドラ
イン

IPCC第４
次評価報
告書

気候変動
と水に関
する技術
報告書

IPCC第5
次評価報
告書骨子
決定

IPCC第5
次評価報
告書執筆
者決定

ー

学識経験を有する者の知
見の活用

政策評価を行う過程にお
いて使用した資料その他
の情報

目標の達成状況

目標期間終了時点の総括
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地球環境保全に関して国際会議等における積極的な貢献を行い、国際的な環境政策を推進する。

（環境省22-6）

執行額（百万円）
施政方針演説等の名称

目標管理型の政策評価に係る評価書の標準様式
別紙２

目標２－２　地球環境保全に関する国際連携・協力

環境に関する世界的な枠組みづくりやルール形成等への積極的な貢献や、アジアをはじめとする各国
や国際機関との連携・協力を推進する。
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施策に関する評価結果

○地球環境保全に関して、G8、国連環境計画（UNEP）、経済協力開発
機構（OECD）、日中韓三カ国環境大臣会合(TEMM)、ASEAN+3環境大
臣会合、東アジア首脳会議（EAS）環境大臣会合等の各種の枠組みの
もとで、資金拠出、専門家の派遣、会議等での我が国の優良事例の報
告など、積極的な貢献を行い、国際的な環境政策の推進に寄与し期待
どおりの成果が得られた。また、貿易と環境の相互支持性の強化のた
めに、貿易自由化に起因する環境影響調査や、他国の環境・貿易政策
のレビュー等を行い、自由貿易協定(FTA)/経済連携協定(EPA)交渉や
世界貿易機構（WTO）交渉等に有効な知見が得られた。

○アジア太平洋地域の有識者との間で同地域での革新的な取組を実
現するためのスキームの議論を行い、優良事例の収集や政策対話を通
じて、国際協力における知的貢献とそのための戦略づくりに寄与し期待
どおりの成果が得られた。

○IPCCへの資金拠出、国内研究者のIPCC報告書執筆活動支援、TSU
活動の支援を通じ、我が国のIPCCへのプレセンスを高めるとともに、各
国の政策の基盤となる科学的知見の取りまとめに貢献した。

施策の進捗状況（実績）

測定指標

2

年度ごとの目標値

年度ごとの目標値

区分 ２４年度要求額

施策の予算額・執行額等

国際的枠組みへの貢献、
各国への連携、支援の進
捗状況

地球環境保全に関する国
際的な連携の確保、国際
協力の推進等

施策の進捗状況（実績）

予算の状況
（百万円）

施策に関係する内閣の重
要政策（施政方針演説等
のうち主なもの）

年月日 関係部分（抜粋）
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